第３回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２０年１１月２６日

AM10時～１２時００分　

場所：市役所新館４階第一委員会室
主な内容

　事務局より、「丘陵地区における土地利用について」というテーマに基づいて、それぞれの土地の使い方について具体的な事例を交えて説明を行った。
　有効な土地の利活用を図る手段として、点在する土地を集約することや、土地利用の目的が共有できる土地を集約することなどを考え、その運用方法にどう関わっていくかを今後の検討課題として確認した。
委員からは主な意見として、
●「将来、息子さんや娘さん、お孫さんも含めて自分の土地をどう使いたいかと言う事をちょっとでも言ってもらう事が先に進めるために必要である。」
●「今自分が持っている土地の場所にこだわらず土地利用の希望を聞きたい。」
●「今持っている土地の価値を評価できたらどこで誰が使おうと関係なく、その価値に対する配当があるという形で人に貸すのか自分で使うのが良いのか一番融通が利くのではないか。」
●「この地区の造成費を捻出するように考えないといけない。」
●「アンケートを取るにしても、基本的には土地利用の希望であるとか、最終的にはその土地をどういうふうに所有するのか、貸すのか、売却するのかという判断は地権者さんしか持ち得ない判断の一番大事な部分である。」
●「開発と言われると住宅地や業務地を連想するが、この地区は農業を重点的に進めていくというアピールを地権者にしていくべきであり、開発しても農業エリアはこれだけ確保できるということを言うべきである。」　等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















